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本
稿
は
、
呉
昌
碩
の
行
書
に
見
え
る
篆
書
由
来
の
字
形
に
つ
い
て
考
察
す
る

も
の
で
あ
る
。
行
書
に
見
え
る
篆
書
由
来
の
字
形
と
は
、
篆
書
の
骨
格
を
備
え

な
が
ら
点
画
に
連
続
性
を
加
味
し
、
行
書
的
に
書
か
れ
た
字
形
の
こ
と
で
あ
る
。 

一
で
は
、
呉
昌
碩
の
四
十
代
か
ら
六
十
代
の
画
賛
、
書
軸
お
よ
び
詩
稿
に
見

え
る
篆
書
由
来
の
行
書
字
形
を
取
り
上
げ
、
各
年
代
に
お
い
て
篆
書
由
来
の
行

書
字
形
を
確
認
し
、
考
察
し
た
。
通
常
の
行
書
体
の
中
に
篆
書
由
来
の
字
形
が

混
在
す
る
こ
と
は
、
文
字
の
調
和
の
点
で
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
数
十
に
及

ぶ
篆
書
由
来
の
行
書
字
例
を
見
る
と
、
呉
昌
碩
の
学
書
経
験
や
金
石
等
の
実
見

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
学
識
が
、
用
字
選
択
、
書
体
選
択
に
お
け
る
背
景
に
垣
間

見
え
、
呉
昌
碩
の
文
字
の
歴
史
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
を
物
語
る
一
査
証
と
考
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え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
二
で
は
、
『
呉
昌
碩
書
法
字
典
』
（
松
清
秀
仙
編
、
二
玄
社
、
一
九
八
四

年
）
か
ら
表
一
「
呉
昌
碩
の
篆
書
由
来
の
行
書
字
形
」
を
作
成
し
、
呉
昌
碩
の

行
書
に
八
十
余
種
の
篆
書
由
来
の
字
形
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 
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、
行
書
、
行
意
、
篆
書
、
字
形 

 

は
じ
め
に

呉
昌
碩
〈
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
～
民
国
十
六
年
（
一
九
二
七
）
〉
は
、

清
末
か
ら
民
国
に
か
け
て
詩
・
書
・
画
・
篆
刻
の
四
芸
を
よ
く
し
、
独
自
の
芸

術
世
界
を
開
い
た
清
朝
最
後
の
文
人
と
評
さ
れ
る
。
日
下
部
鳴
鶴
、
河
井
荃
廬

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人
芸
術
家
た
ち
と
も
交
流
し
、
日
本
の
芸
術
界
に
及
ぼ

し
た
影
響
は
絶
大
で
あ
る
。
呉
昌
碩
芸
術
の
研
究
は
様
々
に
行
わ
れ
て
き
て
い

る
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
新
た
な
視
点
か
ら
そ
の
書
法
お
よ
び
用
字
に
見
ら
れ

る
事
象
に
光
を
当
て
、
そ
の
独
自
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

先
ず
、
稿
末
の
参
考
文
献
に
挙
げ
た
先
学
の
研
究
を
参
考
に
、
呉
昌
碩
に
お

け
る
四
芸
と
の
関
わ
り
の
概
略
を
辿
っ
て
お
き
た
い
。 

呉
昌
碩
は
、
浙
江
省
安
吉
に
誕
生
し
、
名
を
俊
ま
た
は
俊
卿
、
字
を
蒼
石
・

倉
碩
と
い
っ
た
。
昌
石
・
昌
碩
・
苦
鉄
・
缶
廬
・
大
聾
な
ど
の
別
号
を
用
い
た

が
、
民
国
元
年
六
十
九
歳
の
時
、
名
を
昌
碩
に
改
め
た
。
四
芸
中
、
特
に
篆
刻

と
書
の
評
価
が
高
い
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
素
養
を
深
め
る
上
で
の
端
緒
は
、
金

石
・
篆
刻
に
造
詣
の
深
か
っ
た
父
・
甲
辛
の
導
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

二
十
九
歳
の
と
き
杭
州
・
蘇
州
・
上
海
を
歴
訪
、
遊
学
を
開
始
し
、
金
石
へ
の

興
味
や
画
家
と
し
て
の
親
交
を
深
め
た
。
杭
州
で
は
二
年
間
、
兪
樾
に
文
字
訓

詁
な
ど
を
学
び
、
蘇
州
で
は
金
石
収
蔵
家
と
し
て
名
の
あ
っ
た
呉
雲
（
一
八
一
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一
～
一
八
八
三
）
や
呉
大
澂
（
一
八
五
三
～
一
九
〇
二
）
等
と
出
会
い
、
金
石

資
料
の
精
粋
を
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
な
ど
恩
恵
を
う
け
た
。
ま
た
楊
峴

山
か
ら
書
と
詩
文
の
教
え
を
受
け
、
師
弟
の
礼
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
上
海
の
壬

伯
年
ら
海
上
派
の
画
家
と
出
会
い
、
画
の
才
能
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
呉

昌
碩
は
自
ら
の
芸
術
を
「
篆
刻
第
一
、
書
第
二
、
画
第
三
」
と
評
し
た
。 

呉
昌
碩
の
書
、
な
か
で
も
篆
書
と
行
草
に
つ
い
て
、
小
林
斗
盦
（
一
九
七
七
）

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

本
来
均
整
で
あ
る
べ
き
偏
と
旁
を
ず
ら
せ
て
、
思
い
切
っ
て
肩
上
が
り
に

し
、
対
応
の
面
白
さ
に
石
鼓
を
構
成
し
直
し
て
い
る
。
運
筆
も
速
く
動
勢
を

与
え
、
篆
書
の
行
草
化
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。 

（
中
略
） 

王
鐸
に
米
元
章
を
併
習
し
た
と
い
う
行
草
は
、
篆
籀
の
書
法
を
溶
鑪
し
て

渾
穆
な
連
綿
体
と
な
る
。
筆
勢
は
奔
馳
し
て
雄
偉
、
呉
翁
の
行
草
フ
ァ
ン
の

随
喜
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
概
し
て
小
字
の
題
跋
に
そ
の
特
徴
を
発
揮
す

る
。
１

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
） 

 前
半
は
「
篆
書
の
行
草
化
」
に
つ
い
て
、
後
半
は
、
い
わ
ば
「
行
草
の
篆
書
（
法
）

化
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
篆
書
法
と
行
草
法
が
相
互
に
作
用
し
て
呉
昌
碩

独
自
の
境
地
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
の
「
行
草
の
篆
書
（
法
）

化
」
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
、
篆
書
法
（
中
鋒
）
を
も
っ
て
書
か
れ
た
行
草
の

強
靭
な
線
質
に
つ
い
て
の
指
摘
は
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
は
、
行
草

に
お
け
る
篆
書
法
（
中
鋒
）
の
影
響
は
線
質
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
篆
書
の
字
形

そ
の
ま
ま
に
行
意
を
加
味
し
て
書
い
た
字
例
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

本
稿
は
、
呉
昌
碩
が
書
い
た
篆
書
由
来
の
行
書
字
形
に
焦
点
を
当
て
、
新
た

な
視
点
か
ら
氏
の
金
石
・
篆
書
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
の
一
端
を
示
す
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
呉
昌
碩
の
遺
し
た
文
字
資
料
に
は
書
軸
、
画
賛
、
尺
牘
、
信
片
、

詩
稿
な
ど
が
あ
る
が
、
今
回
先
ず
は
篆
書
由
来
の
字
形
が
散
見
さ
れ
た
画
賛
、

書
軸
、
詩
稿
の
一
部
に
注
目
し
た
。 
 一

呉
昌
碩
の
行
書
に
お
け
る
篆
書
由
来
の
字
形

（
一
）

画
賛
に
つ
い
て

呉
昌
碩
の
画
と
賛
は
、
清
朝
最
後
の
文
人
と
評
さ
れ
る
氏
の
詩
・
書
・
画
・

篆
刻
の
四
芸
が
同
一
紙
面
上
に
凝
縮
さ
れ
た
、
い
わ
ば
氏
渾
身
の
芸
術
表
現
と

言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
画
と
賛
は
、
各
々
に
独
自
性
が
あ
り
魅
力
的
だ
が
、

両
者
の
秀
逸
な
調
和
は
金
石
の
気
の
表
出
を
さ
ら
に
高
め
、
人
々
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
。
画
題
、
賛
の
文
意
、
ひ
い
て
は
賛
の
章
法
、
用
字
、
字
体
等
の
全

て
に
、
彼
の
学
識
や
嗜
好
、
芸
術
的
な
感
性
が
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
こ
で

は
、『
呉
昌
碩
作
品
集
（
続
編
）
』（
王
辛
大
主
編
、
西
冷
印
社
出
版
社
、
一
九
九

四
年
）
に
掲
載
の
画
賛
に
見
え
る
篆
書
由
来
の
行
書
字
形
を
挙
げ
る
。
通
し
番

号
の
丸
付
き
数
字
の
下
に
示
し
た
図
版
の
釈
文
の
傍
線
部
は
、
図
版
の
文
字
が

篆
書
由
来
の
行
書
字
形
で
あ
る
こ
と
を
表
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
後
に
簡
単
な

考
察
を
述
べ
た
。
ま
た
（

）
内
に
は
図
版
の
出
典
資
料
に
お
け
る
番
号
と
画

題
を
記
し
、
制
作
年
齢
が
明
ら
か
な
も
の
は
そ
れ
を
付
し
た
。 

 ①
「
爵
觚
槃
簋
鼎
彝
鐘
」
（
七

墨
竹
）

 
古
代
祭
器
の
各
種
類
名
を
列
挙
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
二
字
目
の
「
觚
」
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一
～
一
八
八
三
）
や
呉
大
澂
（
一
八
五
三
～
一
九
〇
二
）
等
と
出
会
い
、
金
石

資
料
の
精
粋
を
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
な
ど
恩
恵
を
う
け
た
。
ま
た
楊
峴

山
か
ら
書
と
詩
文
の
教
え
を
受
け
、
師
弟
の
礼
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
上
海
の
壬

伯
年
ら
海
上
派
の
画
家
と
出
会
い
、
画
の
才
能
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
呉

昌
碩
は
自
ら
の
芸
術
を
「
篆
刻
第
一
、
書
第
二
、
画
第
三
」
と
評
し
た
。 

呉
昌
碩
の
書
、
な
か
で
も
篆
書
と
行
草
に
つ
い
て
、
小
林
斗
盦
（
一
九
七
七
）

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

本
来
均
整
で
あ
る
べ
き
偏
と
旁
を
ず
ら
せ
て
、
思
い
切
っ
て
肩
上
が
り
に

し
、
対
応
の
面
白
さ
に
石
鼓
を
構
成
し
直
し
て
い
る
。
運
筆
も
速
く
動
勢
を

与
え
、
篆
書
の
行
草
化
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。 

（
中
略
） 

王
鐸
に
米
元
章
を
併
習
し
た
と
い
う
行
草
は
、
篆
籀
の
書
法
を
溶
鑪
し
て

渾
穆
な
連
綿
体
と
な
る
。
筆
勢
は
奔
馳
し
て
雄
偉
、
呉
翁
の
行
草
フ
ァ
ン
の

随
喜
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
概
し
て
小
字
の
題
跋
に
そ
の
特
徴
を
発
揮
す

る
。
１

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
） 

 前
半
は
「
篆
書
の
行
草
化
」
に
つ
い
て
、
後
半
は
、
い
わ
ば
「
行
草
の
篆
書
（
法
）

化
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
篆
書
法
と
行
草
法
が
相
互
に
作
用
し
て
呉
昌
碩

独
自
の
境
地
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
の
「
行
草
の
篆
書
（
法
）

化
」
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
、
篆
書
法
（
中
鋒
）
を
も
っ
て
書
か
れ
た
行
草
の

強
靭
な
線
質
に
つ
い
て
の
指
摘
は
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
は
、
行
草

に
お
け
る
篆
書
法
（
中
鋒
）
の
影
響
は
線
質
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
篆
書
の
字
形

そ
の
ま
ま
に
行
意
を
加
味
し
て
書
い
た
字
例
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

本
稿
は
、
呉
昌
碩
が
書
い
た
篆
書
由
来
の
行
書
字
形
に
焦
点
を
当
て
、
新
た

な
視
点
か
ら
氏
の
金
石
・
篆
書
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
の
一
端
を
示
す
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
呉
昌
碩
の
遺
し
た
文
字
資
料
に
は
書
軸
、
画
賛
、
尺
牘
、
信
片
、

詩
稿
な
ど
が
あ
る
が
、
今
回
先
ず
は
篆
書
由
来
の
字
形
が
散
見
さ
れ
た
画
賛
、

書
軸
、
詩
稿
の
一
部
に
注
目
し
た
。 

 一

呉
昌
碩
の
行
書
に
お
け
る
篆
書
由
来
の
字
形

（
一
）

画
賛
に
つ
い
て

呉
昌
碩
の
画
と
賛
は
、
清
朝
最
後
の
文
人
と
評
さ
れ
る
氏
の
詩
・
書
・
画
・

篆
刻
の
四
芸
が
同
一
紙
面
上
に
凝
縮
さ
れ
た
、
い
わ
ば
氏
渾
身
の
芸
術
表
現
と

言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
画
と
賛
は
、
各
々
に
独
自
性
が
あ
り
魅
力
的
だ
が
、

両
者
の
秀
逸
な
調
和
は
金
石
の
気
の
表
出
を
さ
ら
に
高
め
、
人
々
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
。
画
題
、
賛
の
文
意
、
ひ
い
て
は
賛
の
章
法
、
用
字
、
字
体
等
の
全

て
に
、
彼
の
学
識
や
嗜
好
、
芸
術
的
な
感
性
が
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。
こ
こ
で

は
、『
呉
昌
碩
作
品
集
（
続
編
）
』（
王
辛
大
主
編
、
西
冷
印
社
出
版
社
、
一
九
九

四
年
）
に
掲
載
の
画
賛
に
見
え
る
篆
書
由
来
の
行
書
字
形
を
挙
げ
る
。
通
し
番

号
の
丸
付
き
数
字
の
下
に
示
し
た
図
版
の
釈
文
の
傍
線
部
は
、
図
版
の
文
字
が

篆
書
由
来
の
行
書
字
形
で
あ
る
こ
と
を
表
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
後
に
簡
単
な

考
察
を
述
べ
た
。
ま
た
（

）
内
に
は
図
版
の
出
典
資
料
に
お
け
る
番
号
と
画

題
を
記
し
、
制
作
年
齢
が
明
ら
か
な
も
の
は
そ
れ
を
付
し
た
。 

 ①
「
爵
觚
槃
簋
鼎
彝
鐘
」
（
七

墨
竹
）

 

古
代
祭
器
の
各
種
類
名
を
列
挙
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
二
字
目
の
「
觚
」

は
、
「
角
」
を
篆
書
的
に
「
肉
」
形
に
書
い
て
い
る
。
四
字
目
の
「
簋
」
は

全
体
を
金
文
の
「

」
字
形
、
五
字
目
の
「
鼎
」
も
金
文
の
「

」
字

形
に
書
い
て
お
り
、
そ
の
他
の
祭
器
名
の
行
書
と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。

一
見
不
調
和
に
も
見
え
る
が
、
線
条
化
さ
れ
た
行
書
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ

ら
の
象
形
的
な
字
形
は
ユ
ニ
ー
ク
な
印
象
を
与
え
る
。
呉
昌
碩
に
は
、
賛
の

全
て
を
篆
書
で
書
い
た
作
も
あ
る
。 

 ②
「
三
年
斅
画
梅
」
（
一
三
二

墨
梅

四
十
七
歳
）

 

二
字
目
の
「
秊
」
は
「
年
」
の
古
字
形
で
、
小
篆
の
「

」
や
隷
書
の
「

」

由
来
の
字
形
で
あ
る
。
三
字
目
の
「
斅
」
は
、
「
教
」
の
左
上
部
に
声
符
の

「
臼
」
を
加
え
た
字
形
で
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
初
期
の
金
文
で
あ
る
中
山
王

鼎
に
見
え
る
「

」
の
字
形
で
あ
る
。 

 ③
「
蘭
弟
子
瀟
湘
烟
雨
」
（
一
七

叢
蘭
）

 

最
後
の
「
雨
」
は
左
右
に
三
点
を
書
い
て
い
る
。
左
右
に
三
点
以
上
を
有
す

る
「
雨
」
は
、
管
見
で
は
甲
骨
文
、
金
文
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

説
文
古
文
の
字
形
は
「

」
で
三
点
を
四
列
に
打
ち
、
下
に
は
四
縦
画
も

有
し
て
特
に
複
雑
な
字
形
だ
が
、
こ
れ
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
呉
昌
碩

は
生
涯
に
わ
た
り
、
統
一
前
秦
国
の
籀
文
の
代
表
と
言
わ
れ
る
石
鼓
文
を
臨

書
し
た
が
、
さ
ら
に
は
秦
以
外
の
六
国
の
文
字
と
さ
れ
る
古
文
に
も
通
じ
て

い
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
言
え
る
の
か
、
実
に
興
味
深
い
。
他
の
字
例
に
つ

い
て
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 ④
「
初
平
老
友
先
生
」
（
二
八

牡
丹
）

 

四
字
目
の
「
友
」
の
字
源
は
「
又
又
」
と
、
二
又
に
従
う
形
で
あ
る
。
そ
の

文
字
の
成
り
立
ち
を
踏
ま
え
た
字
形
を
書
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 ⑤
「
二
十
有
四
年
歳
」
（
三
六

墨
梅

五
十
五
歳
作
）

三
字
目
の
「
有
」
は
、
「
又
」
と
「
月
」
と
に
従
う
文
字
で
あ
り
、
金
文
の

「

」
に
近
い
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
上
部
真
ん
中
の
長
い
横
画
が

ほ
と
ん
ど
右
に
出
な
い
書
き
方
で
あ
り
、
次
画
へ
の
行
意
が
強
く
出
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
四
字
目
の
「
四
」
は
、
説
文
古
文
の
字
形
「

」

で
書
い
て
い
る
。
③
で
取
り
上
げ
た
「
雨
」
も
古
文
の
字
形
で
あ
っ
た
。
因

み
に
呉
昌
碩
は
、
四
を
「

・

・

」（
行
書
）
、「

」（
草
書
）
、「

・

」

（
隷
書
）
、「

・

」（
篆
書
）
な
ど
、
適
宜
様
々
に
書
い
て
い
る
。
ま
た
、

「

」
（
王
鐸
）
、
「

」
（
何
紹
基
）
、
「

」
（
阮
元
）
な
ど
に
、
先
に
中

の
左
右
二
点
を
書
き
、
右
回
転
で
大
回
り
す
る
書
き
方
が
見
ら
れ
る
が
、
呉

昌
碩
の
「

」
の
よ
う
に
一
点
で
回
転
す
る
書
き
方
は
他
に
見
ら
れ
ず
、
特

殊
な
書
き
方
と
言
え
る
。 
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⑥
「
已
亥
展
重
陽
日
」
（
三
七

叢
菊

五
十
六
歳
作
）

 
三
字
目
の
「
展
」
は
、「
尸
」
、
四
工
（
音
：
テ
ン
）
、「
衣
」
に
従
っ
て
お
り
、

小
篆
「

」
の
中
央
の
四
工
部
分
を
残
し
た
字
形
で
書
か
れ
て
い
る
。 

 ⑦
「
申
江
潮
満
月
明
時
」
（
四
五

幽
蘭
靈
石

五
十
八
歳
作
）

 

一
字
目
の
「
申
」
は
「
神
」
の
初
文
で
、
電
光
の
走
る
形
が
字
源
（

：

甲
骨
）
と
さ
れ
る
。
右
図
の
字
形
は
、
説
文
篆
文
「

」
に
近
似
し
て
い

る
。 

 ⑧
「
花
寫
照
是
長
技
霞
高
」
（
五
五

大
石
紅
梅

六
十
歳
作
） 

五
字
目
の
「
長
」
は
、
前
後
の
字
形
と
明
ら
か
に
書
体
が
異
な
り
、
金
文
「

」

と
説
文
篆
文
「

」
の
中
間
に
位
置
す
る
よ
う
な
字
形
で
あ
る
。
や
や
右

上
が
り
の
字
形
で
あ
り
、
篆
書
字
形
で
あ
り
な
が
ら
行
意
が
感
じ
ら
れ
る
。 

   

⑨
「
逐
蛟
虬
舞
本
大
力
」
（
同
⑧
）

 

四
字
目
の
「
舞
」
に
関
し
て
は
、
金
文
に
匽
候
舞
易
器
の
「

」
が
あ
り
、

説
文
篆
文
は
「

」
、
隷
書
に
西
嶽
華
山
廟
碑
の
「

」
が
あ
る
。
右
図

「
舞
」
の
上
部
は
、
隷
書
形
を
右
上
が
り
に
し
た
よ
う
な
字
形
で
あ
る
。
ま

た
下
部
の
「
舛
」
は
、
説
文
篆
文
の
左
右
対
称
の
形
に
行
意
が
加
わ
り
、
右

上
が
り
の
楕
円
形
を
し
て
い
る
。 

 ⑩
「
得
燕
支
盡
」
（
同
⑧
）

 

二
字
目
の
「
燕
」
は
、
燕
の
飛
ぶ
形
を
象
っ
た
も
の
で
あ
り
、
下
部
が
現
在

の
「
灬
」
で
は
な
く
篆
書
の
「
火
」
形
に
書
か
れ
て
い
る
。
説
文
篆
文
「

」

の
字
形
に
行
意
を
加
え
、
右
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
呉
昌
碩
が

「
灬
」
を
「
火
」
に
書
い
て
い
る
字
例
は
、
「
熟
」
、
「
熱
」
な
ど
が
あ
る
。 

 ⑪
「
東
王
父
與
西
王
母
」
（
壽
桃

六
十
二
歳
作
）

 
「
父
」
の
金
文
は
「

」
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
、
「
斧
」
と
「
又

（
手
）
」
と
に
従
う
。
右
図
三
字
目
の
「
父
」
は
、
金
文
と
説
文
篆
文
の
中
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⑥
「
已
亥
展
重
陽
日
」
（
三
七

叢
菊

五
十
六
歳
作
）

 

三
字
目
の
「
展
」
は
、「
尸
」
、
四
工
（
音
：
テ
ン
）
、「
衣
」
に
従
っ
て
お
り
、

小
篆
「

」
の
中
央
の
四
工
部
分
を
残
し
た
字
形
で
書
か
れ
て
い
る
。 

 ⑦
「
申
江
潮
満
月
明
時
」
（
四
五

幽
蘭
靈
石

五
十
八
歳
作
）

 

一
字
目
の
「
申
」
は
「
神
」
の
初
文
で
、
電
光
の
走
る
形
が
字
源
（

：

甲
骨
）
と
さ
れ
る
。
右
図
の
字
形
は
、
説
文
篆
文
「

」
に
近
似
し
て
い

る
。 

 ⑧
「
花
寫
照
是
長
技
霞
高
」
（
五
五

大
石
紅
梅

六
十
歳
作
） 

五
字
目
の
「
長
」
は
、
前
後
の
字
形
と
明
ら
か
に
書
体
が
異
な
り
、
金
文
「

」

と
説
文
篆
文
「

」
の
中
間
に
位
置
す
る
よ
う
な
字
形
で
あ
る
。
や
や
右

上
が
り
の
字
形
で
あ
り
、
篆
書
字
形
で
あ
り
な
が
ら
行
意
が
感
じ
ら
れ
る
。 

   

⑨
「
逐
蛟
虬
舞
本
大
力
」
（
同
⑧
）

 

四
字
目
の
「
舞
」
に
関
し
て
は
、
金
文
に
匽
候
舞
易
器
の
「

」
が
あ
り
、

説
文
篆
文
は
「

」
、
隷
書
に
西
嶽
華
山
廟
碑
の
「

」
が
あ
る
。
右
図

「
舞
」
の
上
部
は
、
隷
書
形
を
右
上
が
り
に
し
た
よ
う
な
字
形
で
あ
る
。
ま

た
下
部
の
「
舛
」
は
、
説
文
篆
文
の
左
右
対
称
の
形
に
行
意
が
加
わ
り
、
右

上
が
り
の
楕
円
形
を
し
て
い
る
。 

 ⑩
「
得
燕
支
盡
」
（
同
⑧
）

 

二
字
目
の
「
燕
」
は
、
燕
の
飛
ぶ
形
を
象
っ
た
も
の
で
あ
り
、
下
部
が
現
在

の
「
灬
」
で
は
な
く
篆
書
の
「
火
」
形
に
書
か
れ
て
い
る
。
説
文
篆
文
「

」

の
字
形
に
行
意
を
加
え
、
右
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
呉
昌
碩
が

「
灬
」
を
「
火
」
に
書
い
て
い
る
字
例
は
、
「
熟
」
、
「
熱
」
な
ど
が
あ
る
。 

 ⑪
「
東
王
父
與
西
王
母
」
（
壽
桃

六
十
二
歳
作
）

 

「
父
」
の
金
文
は
「

」
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
、
「
斧
」
と
「
又

（
手
）
」
と
に
従
う
。
右
図
三
字
目
の
「
父
」
は
、
金
文
と
説
文
篆
文
の
中

間
に
位
置
す
る
よ
う
な
字
形
と
い
え
る
。
一
方
、
「
父
」
の
四
字
下
に
「
母
」

が
あ
る
が
、
そ
の
字
形
は
金
文
「

・

」
や
説
文
篆
文
「

」
の

字
形
で
は
な
く
、
通
常
の
行
書
字
形
で
あ
る
。
「
父
」
と
「
母
」
は
対
の
関

係
性
に
あ
る
文
字
同
士
だ
が
、
そ
の
筆
記
に
あ
た
っ
て
の
書
体
選
択
に
は
違

い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

（
二
）

書
軸
に
つ
い
て

次
に
書
軸
に
つ
い
て
、
詩
句
本
文
や
為
書
・
落
款
の
中
か
ら
篆
書
由
来
の
行

書
字
形
を
抽
出
し
、
そ
の
字
形
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
左
掲
図
版
①
～
⑦
は
、

稿
末
の
図
版
出
典
資
料
ⅲ
よ
り
、
⑧
～
⑨
は
同
ⅳ
よ
り
抜
粋
し
た
。

①
「
文
字
即
請
正
之
」
（
一
五
七

篆
書
七
言
聯

為
書
）

「
文
」
の
、
金
文
は
「

」
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。
右
図
一
字

目
の
「
文
」
は
、
初
義
を
伝
え
る
象
形
的
要
素
を
残
す
金
文
の
字
形
を
行
意

で
書
い
て
い
る
。「
正
」
の
金
文
は
「

」
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。

右
図
五
字
目
の
「
正
」
は
、
説
文
篆
文
の
字
形
と
近
似
し
た
字
形
で
あ
る
。

②
「
堅
冰
破
船
腹
白
浪
」
（
一
五
九

行
書
屏
（
之
四
）

詩
句
）

「
冰
」
（
＝
氷
）
の
本
字
は
「
人
人
」
で
、
金
文
は
「

」
、
説
文
篆
文
は

「

」
で
あ
る
。
右
図
二
字
目
の
「
人
人
」
は
草
卒
に
書
か
れ
、
金
文
の

字
形
に
近
似
し
て
い
る
。

③
「
荒
山
野
水
破
茅
屋
」
（
一
六
〇

行
書
七
言
聯

詩
句
）

「
荒
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ

る
。
右
図
一
字
目
の
「
荒
」
は
、
説
文
篆
文
の
字
形
に
近
似
し
て
い
る
。「
茅
」

は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。
右

図
六
字
目
の
「
茅
」
は
、
上
部
は
金
文
の
字
形
に
近
く
、
下
部
の
左
下
へ
向

か
う
斜
画
は
説
文
篆
文
に
見
ら
れ
る
筆
画
で
あ
る
。

④
「
商
盤
夏
鼎
周
尊
彝
」
（
同
③

詩
句
）

「
夏
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。

右
図
三
字
目
の
「
夏
」
は
ほ
ぼ
、
説
文
篆
文
の
横
画
を
や
や
右
上
が
り
に
し

た
字
形
で
あ
る
。「
鼎
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」

で
あ
る
。
右
図
四
字
目
の
「
鼎
」
と
（
一
）
の
①
に
掲
出
し
た
「

」
と

は
や
や
字
形
が
異
な
っ
て
い
る
。
右
図
の
「
鼎
」
は
、
下
部
が
四
点
に
省
略

さ
れ
て
い
る
。
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⑤
「
魚
如
矢
執
古
道
」
（
一
六
一

行
書
六
言
聯

詩
句
）

「
魚
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。

右
図
一
字
目
の
「
魚
」
は
、
説
文
篆
文
の
中
央
の
「
肉
」
形
の
部
分
が
「
田
」

形
と
な
っ
て
い
る
他
は
、
説
文
篆
文
の
字
形
を
右
上
が
り
の
動
勢
を
加
え
て

書
い
た
形
で
あ
る
。

⑥
「
先
生
屬
集
猟
碣
字
」
（
一
六
四

篆
書
七
言
聯

為
書
）

「
集
」
は
、
金
文
に
「

、

」
な
ど
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」

で
あ
る
。
金
文
の
二
字
例
目
や
説
文
篆
文
は
、
や
や
象
形
的
な
要
素
の
残
る

三
隹
に
従
う
形
で
あ
る
。
右
図
四
字
目
の
「
集
」
は
、
説
文
篆
文
の
字
形
を

行
意
を
加
味
し
て
や
や
右
上
が
り
に
書
い
た
も
の
と
言
え
る
。

⑦
「
壽
逢
浩
劫
眉
應
皺
」
（
一
七
〇

壽
中
堂

七
十
六
歳
作

為
書
）

「
眉
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。

右
図
五
字
目
の
「
眉
」
は
、
ま
さ
に
説
文
篆
文
の
字
形
に
行
意
を
加
え
て
書

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑧
「
醜
奴
闇
主
法
家
屬
瑑
」
（
臨
石
鼓
文

為
書
）

「
主
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

、

」
で

あ
る
。
右
図
四
字
目
の
「
主
」
は
、
説
文
篆
文
の
二
字
例
目
の
形
を
行
意
で

書
い
た
も
の
で
あ
る
。

⑨
「
時
丁
巳
閏
華
朝
」
（
篆
書
七
言
聯

為
書
）

「
華
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。

右
図
五
字
目
の
「
華
」
は
、
説
文
篆
文
の
字
形
に
連
続
、
筆
勢
、
右
上
が
り

な
ど
の
行
意
を
強
く
加
え
て
書
い
た
こ
と
が
顕
著
な
例
で
あ
る
。

（
三
）

詩
稿
に
つ
い
て

最
後
に
、
詩
稿
に
見
え
る
篆
書
由
来
の
行
書
字
例
を
、
稿
末
の
図
版
出
典
資

料
ⅴ
よ
り
抜
粋
す
る
。
呉
昌
碩
は
膨
大
な
詩
稿
を
遺
し
て
お
り
、
詳
細
な
検
討

は
別
稿
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
目
を
引
く
「
攀
」
字

の
一
例
を
挙
げ
る
。

①
「
讎
病
謝
躋
攀
」
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⑤
「
魚
如
矢
執
古
道
」
（
一
六
一

行
書
六
言
聯

詩
句
）

「
魚
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。

右
図
一
字
目
の
「
魚
」
は
、
説
文
篆
文
の
中
央
の
「
肉
」
形
の
部
分
が
「
田
」

形
と
な
っ
て
い
る
他
は
、
説
文
篆
文
の
字
形
を
右
上
が
り
の
動
勢
を
加
え
て

書
い
た
形
で
あ
る
。

⑥
「
先
生
屬
集
猟
碣
字
」
（
一
六
四

篆
書
七
言
聯

為
書
）

「
集
」
は
、
金
文
に
「

、

」
な
ど
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」

で
あ
る
。
金
文
の
二
字
例
目
や
説
文
篆
文
は
、
や
や
象
形
的
な
要
素
の
残
る

三
隹
に
従
う
形
で
あ
る
。
右
図
四
字
目
の
「
集
」
は
、
説
文
篆
文
の
字
形
を

行
意
を
加
味
し
て
や
や
右
上
が
り
に
書
い
た
も
の
と
言
え
る
。

⑦
「
壽
逢
浩
劫
眉
應
皺
」
（
一
七
〇

壽
中
堂

七
十
六
歳
作

為
書
）

「
眉
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。

右
図
五
字
目
の
「
眉
」
は
、
ま
さ
に
説
文
篆
文
の
字
形
に
行
意
を
加
え
て
書

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

⑧
「
醜
奴
闇
主
法
家
屬
瑑
」
（
臨
石
鼓
文

為
書
）

「
主
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

、

」
で

あ
る
。
右
図
四
字
目
の
「
主
」
は
、
説
文
篆
文
の
二
字
例
目
の
形
を
行
意
で

書
い
た
も
の
で
あ
る
。

⑨
「
時
丁
巳
閏
華
朝
」
（
篆
書
七
言
聯

為
書
）

「
華
」
は
、
金
文
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文
は
「

」
で
あ
る
。

右
図
五
字
目
の
「
華
」
は
、
説
文
篆
文
の
字
形
に
連
続
、
筆
勢
、
右
上
が
り

な
ど
の
行
意
を
強
く
加
え
て
書
い
た
こ
と
が
顕
著
な
例
で
あ
る
。

（
三
）

詩
稿
に
つ
い
て

最
後
に
、
詩
稿
に
見
え
る
篆
書
由
来
の
行
書
字
例
を
、
稿
末
の
図
版
出
典
資

料
ⅴ
よ
り
抜
粋
す
る
。
呉
昌
碩
は
膨
大
な
詩
稿
を
遺
し
て
お
り
、
詳
細
な
検
討

は
別
稿
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
目
を
引
く
「
攀
」
字

の
一
例
を
挙
げ
る
。

①
「
讎
病
謝
躋
攀
」

 

「
攀
」
の
説
文
篆
文
は
「

、

」
の
二
字
が
あ
り
、
こ
の
二
字
目
は
一

字
目
の
右
下
部
の
み
の
字
形
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
段
玉
裁
の
注
に
は

「

、
古
の
攀
の
字
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
「

」
は
「

」
の
古
字
で

あ
り
、
右
図
五
字
目
の
形
は
、
こ
の
古
字
を
連
続
の
行
意
を
加
え
て
書
い
た

も
の
で
あ
る
。
呉
昌
碩
は
、
他
の
画
賛
な
ど
に
は
「
攀
」
の
字
画
の
ま
ま
の

行
書
体
も
書
い
て
お
り
、
字
画
の
少
な
い
古
字
と
字
画
の
多
い
繁
体
と
を
適

宜
使
い
分
け
て
い
る
。 

 

二

表
一
「
呉
昌
碩
の
篆
書
由
来
の
行
書
字
形
」
（
後
掲
）
に
つ
い
て

後
掲
の
表
一
は
、
松
清
秀
仙
編
『
呉
昌
碩
書
法
字
典
』（
稿
末
図
版
出
典
資
料

ⅰ
）
か
ら
篆
書
由
来
の
行
書
字
例
お
よ
び
そ
れ
に
対
応
す
る
篆
書
八
十
三
例
を

抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
篆
書
、
行
書
と
も
に
呉
昌
碩
の
字
例
を
摘

採
し
た
が
、
呉
昌
碩
の
篆
書
体
が
見
え
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
説
文
篆
文
を
補

い
、
文
字
の
下
に
「
説
文
」
と
記
載
し
た
。
表
一
に
は
、
前
項
一
で
取
り
上
げ

た
字
例
も
掲
出
し
て
い
る
。
以
下
、
一
部
の
文
字
に
つ
い
て
考
察
を
述
べ
る
。 

 〇
表
一

「
射
」―

 

（
呉
昌
碩
篆
書
）
、

（
篆
書
由
来
の
行
書
） 

呉
昌
碩
篆
書
「

」
は
弓
と
又
と
に
従
い
、
籀
文
の
代
表
と
さ
れ
る
石
鼓
文

「

」
を
臨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
呉
昌
碩
の
篆
書
由
来
の
行
書
「

」
は
、

同
じ
く
弓
と
又
と
に
従
い
、
石
鼓
文
の
字
形
の
構
成
要
素
を
行
書
に
な
お
し
た

字
形
を
し
て
お
り
、
篆
書
と
行
書
の
字
形
解
釈
に
一
貫
性
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、

説
文
篆
文
「

」
は
、
身
と
又
と
に
従
う
字
形
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
白
川

静
氏
の
『
字
統
』
で
は
、―

初
形
は
弓
矢
と
手
と
に
従
う
。
弓
に
矢
を
つ
が
え

て
、
こ
れ
を
放
つ
形
。
い
ま
弓
矢
の
形
を
身
と
誤
り
解
釈
し
て
、
そ
の
形
義
を

得
が
た
い
も
の
と
な
っ
た
。
す
で
に
金
文
の
字
形
に
「
身
矢
」
の
よ
う
に
誤
っ

た
も
の
が
あ
る
。〔
説
文
〕
五
下
に
「
弓
弩
、
身
よ
り
発
し
て
、
遠
き
に
中
る
な

り
。
矢
に
従
ひ
身
に
従
ふ
」
と
す
る
の
は
、
誤
っ
た
字
形
に
よ
っ
て
説
く
も
の

で
あ
る
。―

と
し
て
、
金
文
の
一
部
お
よ
び
説
文
の
字
形
・
字
義
解
釈
が
誤
り

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

〇
表
一

「
徳
」―

 

（
呉
昌
碩
篆
書
）
、

（
篆
書
由
来
の
行
書
） 

「
徳
」
は
金
文
に
「

、

」
、
盟
書
に
「

」
が
見
え
、
説
文
篆
文

は
「

」
で
あ
る
。
呉
昌
碩
篆
書
「

」
は
説
文
篆
文
「

」
に
近
似

し
て
お
り
、
呉
昌
碩
の
篆
書
由
来
の
行
書
「

」
は
盟
書
「

」
の
字
形

要
素
に
近
い
と
言
え
よ
う
。 

〇
表
一

「
殺
」―

 

（
説
文
篆
文
）
、

（
篆
書
由
来
の
行
書
） 

呉
昌
碩
の
篆
書
由
来
の
行
書
「

」
（
煞
）
は
「
殺
」
の
異
体
で
、
急
と
攴
と

に
従
う
字
で
あ
る
。
２ 

〇
表
一

「
養
」―

 

（
呉
昌
碩
篆
書
）、

・

（
篆
書
由
来
の
行
書
） 

「
養
」
の
金
文
は
「

」
で
羊
と
攵
と
に
従
い
、
説
文
篆
文
は
「

」
で

羊
と
食
と
に
従
っ
て
い
る
。
呉
昌
碩
の
篆
書
由
来
の
行
書
の
一
字
目
「

」

は
金
文
「

」
の
流
れ
を
汲
む
字
形
だ
が
、
同
二
字
目
の
「

」
は
説
文
篆

文
「

」
の
流
れ
に
よ
る
字
形
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、

呉
昌
碩
は
、
文
字
構
成
要
素
の
異
な
る
金
文
お
よ
び
説
文
篆
文
の
字
形
を
よ
く

理
解
し
、
そ
れ
ら
の
両
方
を
行
書
化
し
て
適
宜
使
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。 

 
そ
の
他
、
表
一
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
行
書
字
形
が
、
篆
書
字
形
に
酷
似
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し
た
形
の
ま
ま
に
、
筆
脈
の
連
続
、
右
上
が
り
な
ど
の
行
意
を
加
え
て
書
か

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
、
二
を
通
し
て
呉
昌
碩
の
行
書
に
多
く
の
篆

書
由
来
の
字
形
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
様
相
は
、

字
源
の
正
統
な
流
れ
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
呉
昌
碩
の
文
字

の
歴
史
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
を
物
語
る
査
証
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

 

一
で
は
、
呉
昌
碩
の
四
十
代
か
ら
六
十
代
の
画
賛
、
書
軸
お
よ
び
詩
稿
に
見

え
る
篆
書
由
来
の
行
書
字
例
の
一
部
を
取
り
上
げ
た
。
こ
こ
に
見
る
い
ず
れ

の
年
代
に
お
い
て
も
篆
書
由
来
の
行
書
字
形
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

通
常
の
行
書
体
の
中
に
篆
書
由
来
の
字
形
が
混
在
す
る
こ
と
は
、
文
字
の
調

和
の
点
で
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
一
で
挙
げ
た
二
十
余
種
の
篆
書
由
来
の

行
書
字
列
を
見
る
に
、
呉
昌
碩
の
学
書
経
験
や
金
石
等
の
実
見
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
学
識
が
、
用
字
選
択
、
書
体
選
択
に
お
け
る
背
景
に
垣
間
見
え
る
。

さ
ら
に
、
呉
昌
碩
の
生
涯
に
渉
っ
て
同
様
の
字
例
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
本
稿
を

初
探
と
し
て
、
ま
た
稿
を
改
め
た
い
。 

 お
わ
り
に

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
表
一

に
、『
呉
昌
碩
書
法
字
典
』
の
三
五
〇
〇
字
程
の
首
文
（
親
字
）
の
う
ち
、
篆

書
由
来
の
行
書
字
形
例
と
し
て
八
十
三
例
を
挙
げ
た
。
総
首
文
（
親
字
）
に

お
け
る
比
率
は
二
・
四
％
で
あ
る
。
呉
昌
碩
は
、
こ
の
比
率
が
、
同
時
代
や

そ
の
前
後
の
書
家
に
比
し
て
高
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
今
後
、

王
鐸
、
傅
山
、
趙
之
謙
な
ど
を
中
心
に
同
様
の
字
例
収
集
を
行
い
、
篆
書
由

来
の
行
書
字
形
の
様
相
が
、
よ
り
呉
昌
碩
に
特
徴
的
な
傾
向
と
言
え
る
の
か

検
証
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
書
作
に
お
け
る
呉
昌
碩
と
他
の
書

家
と
の
共
通
点
や
相
違
点
の
新
た
な
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

図
版
出
典

本
稿
中
の
文
字
図
版
は
、
次
の
書
籍
か
ら
抜
粋
、
転
載
し
た
。 

ⅰ

松
清
秀
仙
編
『
呉
昌
碩
書
法
字
典
』
二
玄
社

一
九
八
四
年 

ⅱ

藤
原
鶴
来
『
新
書
道
字
典
』
一
九
八
五
年

二
玄
社

 

ⅲ

王
辛
大
主
編
『
呉
昌
碩
作
品
集
（
続
編
）』
西
冷
印
社
出
版

一
九
九
四
年 

ⅳ

謙
慎
書
道
会
編
『
呉
昌
碩
の
す
べ
て
』
二
玄
社

一
九
七
七
年 

ⅴ

童
辰
翊
責
任
編
輯
『
缶
廬
翰
墨
』
上
海
書
店
出
版
社

一
九
九
五
年 

 

参
考
文
献



東
京
国
立
博
物
館
・
台
東
区
立
書
道
博
物
館
『
呉
昌
碩
の
書
・
画
・
印
』
二

〇
一
一
年 



林
田
芳
園
・
福
本
雅
一
『
書
学
大
系

碑
法
帖
篇

第
四
十
八
巻

呉
昌
碩

行
草
書
』
同
朋
舎
出
版

一
九
八
九
年 



白
川
静
『
字
統
』
平
凡
社

一
九
八
四
年 

注

 

１ 

小
林
斗
酓
「
呉
缶
翁
の
芸
術
」（
『
呉
昌
碩
の
す
べ
て
』
謙
慎
書
道
会
編

一

九
七
七
年

一
二
五
頁
） 

２

白
川
静
『
字
統
』
（
平
凡
社

一
九
八
四
年

三
四
九
頁
） 
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し
た
形
の
ま
ま
に
、
筆
脈
の
連
続
、
右
上
が
り
な
ど
の
行
意
を
加
え
て
書
か

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
、
二
を
通
し
て
呉
昌
碩
の
行
書
に
多
く
の
篆

書
由
来
の
字
形
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
様
相
は
、

字
源
の
正
統
な
流
れ
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
呉
昌
碩
の
文
字

の
歴
史
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
を
物
語
る
査
証
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

 

一
で
は
、
呉
昌
碩
の
四
十
代
か
ら
六
十
代
の
画
賛
、
書
軸
お
よ
び
詩
稿
に
見

え
る
篆
書
由
来
の
行
書
字
例
の
一
部
を
取
り
上
げ
た
。
こ
こ
に
見
る
い
ず
れ

の
年
代
に
お
い
て
も
篆
書
由
来
の
行
書
字
形
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

通
常
の
行
書
体
の
中
に
篆
書
由
来
の
字
形
が
混
在
す
る
こ
と
は
、
文
字
の
調

和
の
点
で
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
一
で
挙
げ
た
二
十
余
種
の
篆
書
由
来
の

行
書
字
列
を
見
る
に
、
呉
昌
碩
の
学
書
経
験
や
金
石
等
の
実
見
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
学
識
が
、
用
字
選
択
、
書
体
選
択
に
お
け
る
背
景
に
垣
間
見
え
る
。

さ
ら
に
、
呉
昌
碩
の
生
涯
に
渉
っ
て
同
様
の
字
例
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、
本
稿
を

初
探
と
し
て
、
ま
た
稿
を
改
め
た
い
。 

 お
わ
り
に

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
表
一

に
、『
呉
昌
碩
書
法
字
典
』
の
三
五
〇
〇
字
程
の
首
文
（
親
字
）
の
う
ち
、
篆

書
由
来
の
行
書
字
形
例
と
し
て
八
十
三
例
を
挙
げ
た
。
総
首
文
（
親
字
）
に

お
け
る
比
率
は
二
・
四
％
で
あ
る
。
呉
昌
碩
は
、
こ
の
比
率
が
、
同
時
代
や

そ
の
前
後
の
書
家
に
比
し
て
高
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
今
後
、

王
鐸
、
傅
山
、
趙
之
謙
な
ど
を
中
心
に
同
様
の
字
例
収
集
を
行
い
、
篆
書
由

来
の
行
書
字
形
の
様
相
が
、
よ
り
呉
昌
碩
に
特
徴
的
な
傾
向
と
言
え
る
の
か

検
証
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
書
作
に
お
け
る
呉
昌
碩
と
他
の
書

家
と
の
共
通
点
や
相
違
点
の
新
た
な
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

図
版
出
典

本
稿
中
の
文
字
図
版
は
、
次
の
書
籍
か
ら
抜
粋
、
転
載
し
た
。 

ⅰ

松
清
秀
仙
編
『
呉
昌
碩
書
法
字
典
』
二
玄
社

一
九
八
四
年 

ⅱ

藤
原
鶴
来
『
新
書
道
字
典
』
一
九
八
五
年

二
玄
社

 

ⅲ

王
辛
大
主
編
『
呉
昌
碩
作
品
集
（
続
編
）』
西
冷
印
社
出
版

一
九
九
四
年 

ⅳ

謙
慎
書
道
会
編
『
呉
昌
碩
の
す
べ
て
』
二
玄
社

一
九
七
七
年 

ⅴ

童
辰
翊
責
任
編
輯
『
缶
廬
翰
墨
』
上
海
書
店
出
版
社

一
九
九
五
年 
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

東
京
国
立
博
物
館
・
台
東
区
立
書
道
博
物
館
『
呉
昌
碩
の
書
・
画
・
印
』
二

〇
一
一
年 



林
田
芳
園
・
福
本
雅
一
『
書
学
大
系

碑
法
帖
篇

第
四
十
八
巻

呉
昌
碩

行
草
書
』
同
朋
舎
出
版

一
九
八
九
年 



白
川
静
『
字
統
』
平
凡
社

一
九
八
四
年 

表
一

呉
昌
碩
の
篆
書
由
来
の
行
書
字
形

番
号

官 夢 夏 埶 圃 四 去 則 函 以 事 乗 之 中 不

説文 説文 説文 説文

呉
昌
碩

篆
書

篆
書

由
来
の

行
書

番
号

憐 愛 惜 忙 徳 微 徒 彫 形 年 導 専 射 實 家

説文 説文

呉
昌
碩

篆
書

篆
書

由
来
の

行
書

番
号

流 殺 樹 棄 栗 柞 朝 望 有 暢 晴 昔 敎 攀 抱

説文 説文 説文 説文

呉
昌
碩

篆
書

篆
書

由
来
の

行
書

番
号

耕 缶 糊 窗 秋 眉 申 獣 父 燕 熱 無 灰 漫 漁

説文 説文 説文 説文 説文

呉
昌
碩

篆
書

篆
書

由
来
の

行
書

番
号

長 野 遑 逢 買 觚 角 行 華 莫 舞 育

説文 説文 説文 説文

呉
昌
碩

篆
書

篆
書

由
来
の

行
書

番
号

點 黄 魚 養 顔 静 雷 雪 集

説文 説文

呉
昌
碩

篆
書

篆
書

由
来
の

行
書

邊

首
　文

首
　文

首
　文

首
　文

首
　文

首
　文


